
レポート:松浦志野(看護師)

山谷全体を


ホスピスにしたい

ドヤ街でホスピスケア施設を運営
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東京の隅田川に近い下町の一角に、

さんや

“山谷"と呼ばれる街がある。高度


経済成長期は日雇い労働者を供給す


る寄せ場として発展したが、パプル


崩壊後の不景気を経て、現在は高齢


化が進み、街全体が年老いてきた。


山本美恵さんは、夫である雅基さ


んと 2人で、この山谷の地にホスピ


スケア施設“きぼうのいえ"を開い


た。屋上にある小さな礼拝堂には、


ここで生涯の最期を過ごした人たち


の写真かずらりと並んでいる。


山本さんは、高校時代に友人を亡

くしたことをきっかけに看護の道に

進み、循環器の専門病院とクリニッ

クの外来で 1 1 年問、看護師として

の経験を積んだ。
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その後、医薬系出版社に転職し、

さらに看護系出版社で看護学生のた

めの雑誌編集に携わるようになる。

手がけた雑誌の発行部数は順調に伸

び、増刊号は増刷を重ねた。

しかし、大きな転機か訪れる。長

く付き合っていた恋人が突然亡くな

った。大きな苦しみの中、“人は死

ぬとどうなるのか、人は何のために

生きるのか"を考え続け、さまざま

な本を読みあさり、その中で人生

観・価値観の大変革が起こる。

「それまでは、人の流れに逆らわ

ずに生きるよう、自分で行動を制限

する“枠"をつくっていました。し

かし、自分を押し殺して生きるのは

やめよう、自分の良心を信じてやり

たいことをやろうと決めたので、す」

そのようなときに、大学の社会人

講座「ホスピス・ボランティア」で

心臓血管研究所付属病院、新赤坂クリニッ

ク動務を経て、医薬ジャーナル社、メヂカ

ルフレンド社にて維誌の編集に携わる 

2001 年に山本雅基氏と結婚し、同年 3 月、

緊急一時保護施設「なかよしハウス J を鐙
立。その後、 10月に在宅ホスピスケア対

山本美恵さん 応型集合住宅「きぼうのいえ」、 06年にへ
ルパーステーション「ハーモ二一」を開設.

YamamotoMie	 「き '1 うのいえ J を運営する NPO法人とし
て山谷・すみだリハーサイド支援機憎が承

認され、理事に就任する。

夫となる山本雅基さんと出会った。

雅基さんの夢は“ホームレスのため

のホスピスを開設すること"。

「それを聞いたときにすごくいい

なぁと，思って。会って 3回目で結婚

を決めました」

結婚してすぐに山谷を訪才 L、蓄え

をすべて投入して土地と家を購入し

た。その年の 10 月に“きぼうのい

え"がオープンする。

「しミろいろなことがあったけれど、

すべてが私の財産になって、役立っ

ています」

と山本さんは穏やかに話す。
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“きぼうのいえ"には、元ホーム

レスの人、身寄りがなく l 人で暮ら

すことのできなくなった人など、 



21 名の入居者がいる。ほとんど全

員が生活保護を受給しており、この

入居者たちを、山本夫妻をはじめと

する約20名のスタッフとボランテ

イアが支えている。

「開設当初は寝る間もないくらしミ

忙しかったけれど、今は館内をぶら

ぶらしながら入居者さんやスタッフ

と話ができるようになりました」

と山本さんは言う。もちろん、その

ようなときでも、援助者としてのア

ンテナは立っている。

「“きぼうのいえ"のみんなが笑顔

でいてほしい、と思っています。だ

から、常に雰囲気が丸くなっている

かどうか館内全体を見て回ります」

山本さんは施設全体を把握する、

まさに女将さん的役割を果たしてい

る。入居者の健康が少しずつ衰え、

医療処置が必要になってくると看護

師としての出番が増える。入居者の

体調についてスタッフから相談を受

け、アドパイスをする。吸引や薬の

管理、容態をみながら訪問診療医や

訪問看護師との連絡調整も行う。

「薬の調整など、医療知識がない

とわからないこともあるので、私が

看護師でよかったと思います」

入居者の断絶している家族との関

係修復に向けて橋渡しを担うことも

ある。対応が難しいときは、ミーテ

イングでスタッフと何度も話し合う。

「入居者の抱える問題がそれぞれ

違うので、“ l 人の問題をクリアし

た"と思っても、次の人のまた違っ

た問題が出てきます。常にみんなで

悩みながら取り組んでいます」

山谷で生活する人は、社会に!臨志

できずにはみ出した人が多い。

「ここで、は生活のルールを、その

人に合わせて少し広げてあげるので

す。“はみ出した分に伴う危険は、

私たちが見守っているからいいよ"

という思いが伝わると、自分の居場

所ができて、みんな落ち着きます。

そうすると私たちスタッフに対して

気づかう余裕も出てきます」

と山本さんは言う。このようなかか

わりが、山谷の超・個性的な高齢者

たちとのやりとりを可能にしている

のだろう。

「その人とのルールが確立すると、

すごくいい関係ができる。そうなる

までに少し時間がかかるけれど、そ

の満足感は大きいで、すね」

阻瞳監幽臣室重量量誼圏直個・・

画面観薗温.・贋盟関層圏・・・・・・・・

看取りを行う“きぼうのいえ"に

は、訪問看護師のかかわりが欠かせ

ない。「山谷地区には信頼できる訪

問看護ステーションがあるんです

よ」と言う山本さんは、訪問看護師

には“在宅のよさ"を生かしたケア

をしてほしいと訴えた。

「たとえ、医療的に正しいとされ

る病気への対応やケアの方法でも、

それを受け入れられない人がいるん

です。そのような場合はできる限り

利用者の生き方を受け入れてほしい

と思います。もちろん、その分注意

深い見守りが必要となりますが」

在宅は、病院のように完壁な医療

を提供する場所ではない。相手に合

う医療を創造して、生活を支えてい

くことが大切なのだ。 

*

山本さんは一昨年、へルパーステ

ーション“ハーモニー"を立ち上げ、

訪問介護事業を始めた。

「山谷には約3000人のお年寄りが

ドヤで暮らしていると言われていま

す。寝たきりになっている人も多い

です。しかし、“きぼうのいえ"で

受け入れられる人数はかぎられてい

ます。“ハーモニー"を充実させて、

“きぼうのいえ"の“愛を伝える"

精神を持つへルパーを育て、ドヤの

すみずみまで派遣して山谷全体をホ

スピスにしたいのです」

山本さんと雅基さんは、入居者に 

“2人で I つ"の意味で「二個ー」と

呼ばれる仲良し夫婦。二人三脚の取

り組みで、これからも“きぼうのい

え"のホスピス・マインドが山谷に

広がりつづけるだろう。
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